
秋田県国土利用計画審議会第２回特別委員会 議事要旨

【日 時】 平成１９年９月２６日（水） 午後３時から午後４時４０分

【場 所】 秋田県庁議会棟１階 大会議室

【出席者】 河辺信男委員長、木村一男委員、関重征委員、井上正鉄委員、木村一裕委員

（事務局）山岡建設交通部次長ほか関係職員

【特別委員会の概要】

１ 開会

２ あいさつ 河辺委員長

山岡次長

３ 議事

(1) 第１回特別委員会における意見整理について

【事務局より概要説明】

○第１回特別委員会における主な意見と対応について資料により説明。

(2) 秋田県国土利用計画改定（素案）について

【事務局説明】

（ ） 、 。○改定 素案 について 現行計画との新旧対照表に整理した資料に基づき要点を説明

【主な質疑、意見】

○県土利用の基本方針が明確になり具体的に書いているのでよいと思う。

○循環と共生を重視する県土利用の中で 「物質循環」という言葉がテクニカルターム、

にとらえられがちで気になる。

○県土の有効利用の促進の記述の中で、森林については多面的機能の発揮という表現が

使われているが、農地についても多面的な機能があり、そうした内容を盛り込んでほ

しい。

○飼料自給率の向上とあるが、飼料は穀物を指す場合もあるので見直すべき。

○低未利用地の開発と自然的土地利用の開発の関係について教えてほしい。

○低未利用地の定義とは何か。

○県土利用の総合的なマネジメントの、マネジメントという言葉の意味するところを教

えてほしい。土地のマネジメントという表現がぴんとこない。工夫が必要。

(3) 県土の利用目的に応じた区分毎の規模の目標について

【事務局説明】

○改定（素案）に掲げた目標年次の規模（利用区分別面積）について、その算定の考え

方を資料に基づき説明。

【主な質疑、意見】

○利用区分の面積の増減に関して、転換元の区分や面積は把握できるか。

、 、 。○国土利用計画において 農地や森林等を増減する場合 その現状で判断しているのか

(4) その他

【事務局説明】

○今後のスケジュールについて説明。

４ 閉会


